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研究背景>ファイバーレーザーによる光周波数コムは，その安定性から実用的なコム光源と

して期待されている．光周波数コムの安定化には fceo(Carrier Envelope Offset Frequency)の制御

が不可欠である．fceo の制御性はファイバーレーザーの特性に依存しているが，その周波数

特性の測定や比較は少ない[1]．本研究では，非線形偏波回転(NPR)型，及び単層カーボンナ

ノチューブ(SWNT:Single-walled carbon nanotube)を用いた

超短パルス Er添加ファイバーレーザーベースの光周波数

コムシステムにおいて，それぞれの fceo信号の特性比較を

行ったので報告する． 

実験方法>光源には，NPR型と SWNT型の Er添加受動モ

ード同期ファイバーレーザー共振器を用いた．共振器出

力と f - 2f干渉計を用いて，fceoビート信号を観測した．さ

らに fceoの励起電流依存性と周波数特性を評価した． 

特色と独創的な点>ストレッチパルスファイバーレーザ

ーを用いることで fceo線幅の狭窄化を達成．同一の光周波

数コムシステムを用いて fceo特性比較を行った． 

研究成果>共振器全体の分散値を零付近で制御し，ストレ

ッチパルス領域での発振を可能にした．Fig.1 に観測した

fceoの RF スペクトルを示す．励起強度と共振器分散値を

最適化することによりフリーラン時での fceo の線幅は，

NPR型で 2.8 kHz，SWNT型で 50 kHzまで細くなった．

各共振器における fceo の線幅と変化の励起電流依存性を

Fig.2に示す．励起電流を大きくすることで,  fceoの線幅が

細くなっていることがわかる．周波数特性を評価した結

果を Fig.3 に示す．2つの方式での周波数特性はほぼ同様

な特性を示した．  
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Fig.1 RF spectrum of fceo (a)Nonlinear 

polarization rotation(b)SWNT 

Fig.3 Frequency characteristics of fceo 

(a)Nonlinear polarization 

rotation(b)SWNT 

Fig.2 Pump power current 

dependence of fceo (a)Nonlinear 

polarization rotation(b)SWNT 
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